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興
味
深
い
絵
解
き
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
そ
の
解
読
に
は
「
筬
言
」
に

も
似
た
響
き
が
た
だ
よ
い
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
突
き
刺
し
、
生
き
方
の

軌
道
修
正
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

（
新
村
拓
）

須
磨
幸
蔵
、
島
田
宗
洋
、
島
田
達
生
編
著

『
世
界
の
心
臓
学
を
拓
い
た
田
原
淳
の
生
涯
』

医
学
を
学
ん
だ
者
は
誰
で
も
、
心
臓
の
刺
激
伝
導
系
の
存
在
と
こ
れ

を
発
見
し
た
田
原
淳
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
。
本
書
は
季
刊
誌
「
ミ

ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
」
の
主
宰
者
で
あ
る
藤
田
恒
夫
さ
ん
（
新
潟
大
学
名
誉

教
授
）
が
計
画
し
て
、
心
臓
と
く
に
刺
激
伝
導
系
に
造
詣
の
深
い
学
者

や
田
原
先
生
と
ゆ
か
り
の
深
い
十
九
名
の
方
々
に
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た

熱
の
こ
も
っ
た
文
章
の
集
大
成
で
あ
る
。

そ
の
題
目
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
二
）
「
刺
激
伝
導
系
発
見
へ
の
過

程
」
。
田
原
淳
博
士
の
足
跡
を
た
ず
ね
て
（
島
田
達
生
、
有
田
眞
）
、

刺
激
伝
導
系
の
発
見
と
心
臓
学
の
進
歩
（
須
磨
幸
蔵
）
、
田
原
淳
よ
り

ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ア
シ
ョ
フ
ヘ
の
手
紙
（
島
田
宗
洋
）
。
（
二
）
「
田
原
淳

の
追
憶
」
。
田
原
淳
の
生
家
ｌ
安
岐
町
（
中
嶋
剛
一
郎
）
、
田
原
春
塘

と
田
原
淳
ｌ
中
津
（
川
嶌
眞
人
）
、
父
の
思
い
出
（
長
岡
・
田
原
幸
子
）
、

〔
岩
波
書
店
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五

一
二
○
’
四
○
○
○
、
二
○
○
三
年
二
月
二
十
七
日
、
四
六
判
、
三
四

八
頁
、
本
体
三
四
○
○
円
〕

祖
父
田
原
淳
の
碑
（
村
山
暁
）
。
（
三
）
「
田
原
淳
へ
の
回
帰
」
。
マ
ー

ル
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
日
独
医
学
協
力
に
つ
い
て
（
ホ
ル
ス
ト
・
ケ

ル
ン
）
、
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
ア
シ
ョ
フ
ー
家
族
の
思
い
出
（
１
ル
ゲ
ン
ア

シ
ョ
フ
）
、
田
原
先
生
こ
ち
ら
を
向
い
て
下
さ
い
（
須
磨
幸
蔵
）
、
刺
激

伝
導
系
の
田
原
原
著
復
刻
Ｉ
黄
色
い
表
紙
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
（
須
磨
幸

蔵
）
、
ア
シ
ョ
フ
・
田
原
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
（
島
田
宗
洋
）
。

（
四
）
「
心
臓
学
の
進
歩
・
発
展
へ
の
寄
与
」
。
田
原
結
節
（
有
田
眞
）
、

田
原
通
り
・
九
州
大
学
医
学
部
で
の
田
原
先
生
（
田
口
健
二
、
恒
吉
正

澄
）
、
心
臓
刺
激
伝
導
系
の
構
造
ｌ
田
原
の
ス
ケ
ッ
チ
を
電
子
顕
微
鏡
で

追
う
（
島
田
達
生
、
小
野
紀
昭
）
、
解
剖
学
へ
の
貢
献
（
柴
田
洋
三
郎
）
。

（
五
）
「
田
原
先
生
を
偲
ぶ
（
生
誕
百
年
記
念
座
談
会
）
」
。

こ
の
害
を
ひ
も
ど
け
ば
田
原
先
生
の
生
涯
、
人
と
な
り
、
研
究
の
詳

細
、
後
世
へ
の
影
響
が
生
き
生
き
と
具
体
的
に
迫
っ
て
く
る
。

田
原
先
生
は
明
治
三
十
六
二
九
○
三
）
年
か
ら
三
年
間
、
ド
イ
ツ
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
ア
シ
ョ
フ
教
授
の
も
と
に
留
学
さ
れ
、
ア
シ
ョ

フ
教
授
の
「
肥
大
し
た
心
臓
は
な
ぜ
弱
い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

を
始
め
ら
れ
、
三
年
後
（
一
九
○
六
）
に
は
、
房
室
結
節
（
田
原
先
生

の
発
見
）
が
国
尉
束
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
右
脚
と
左
脚
に
分
枝
し
、
さ

ら
に
こ
れ
が
一
八
四
五
年
に
プ
ル
キ
ン
エ
の
発
見
し
た
プ
ル
キ
ン
エ
線

維
に
接
続
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
心
房
と
心
室
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
収

縮
と
弛
緩
が
神
経
に
よ
る
伝
導
で
な
く
、
特
殊
な
心
筋
細
胞
（
細
胞
体

と
そ
の
突
起
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
心

臓
全
体
の
刺
激
伝
導
を
取
り
仕
切
る
系
の
全
貌
を
解
明
し
、
「
刺
激
伝

導
系
（
詞
田
圃
冨
冒
］
両
脇
耐
扇
冒
）
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
本
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害
に
は
田
原
先
生
が
如
何
に
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
い
研
究
を
完
遂
さ
れ

た
か
の
足
跡
や
苦
労
や
喜
び
が
物
語
ら
れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
、
顕
微

鏡
を
覗
き
つ
つ
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
刺
激
伝
導
系
の
多
く
の
筋
細
胞
の
見

事
な
図
が
、
質
の
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
写
真
と
し
て
登

場
し
て
く
る
。

話
は
逸
れ
る
が
、
田
原
先
生
は
養
父
田
原
春
塘
氏
に
よ
っ
て
若
い
頃

か
ら
絵
心
を
培
わ
れ
、
ド
イ
ッ
ヘ
の
船
（
日
本
郵
船
備
後
丸
）
の
中
で

当
時
三
十
四
歳
の
横
山
大
観
氏
や
二
十
八
歳
の
菱
田
春
草
氏
と
画
談
、

画
諭
に
花
が
咲
い
た
と
い
う
こ
と
が
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
偶

然
と
必
然
の
か
ら
み
あ
い
も
田
原
先
生
の
原
著
に
見
ら
れ
る
手
書
き
の

絵
の
描
写
力
の
素
晴
ら
し
さ
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
巻
頭
や
文
中
に
配
さ
れ
て
い
る
、

見
事
に
復
刻
さ
れ
た
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
写
真
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
若
か
り
し
日
の
田
原
先
生
、
田
原
先
生
の
生
家
、
ご
家
族
、
第
一

高
等
学
校
時
代
の
あ
る
日
（
明
治
三
十
年
一
月
一
日
）
の
日
記
の
一
部
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
病
理
学
講
座
の
教
室
員
、
ア
シ
ョ
フ
教
授
、
ア
シ

ョ
フ
教
授
の
家
族
、
田
原
先
生
が
描
か
れ
た
心
臓
の
連
続
切
片
の
ス
ケ

ッ
チ
、
特
色
の
あ
る
黄
色
い
表
紙
の
田
原
先
生
の
原
著
己
閉
丙
里
圃
‐

冒
目
口
鴨
磐
留
①
目
号
、
蟹
侭
呂
①
号
四
国
①
易
（
哺
乳
動
物
心
臓
の
刺
激

伝
導
系
と
と
、
本
物
と
変
わ
ら
な
い
そ
の
復
刻
版
を
並
べ
た
心
打
つ
芸

術
的
写
真
な
ど
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
を
繰
っ
て
い
る
間

に
、
こ
れ
ら
の
見
事
な
写
真
に
魅
せ
ら
れ
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
、

当
時
に
思
い
を
馳
せ
る
だ
け
で
も
、
強
い
感
動
を
覚
え
る
。

こ
の
害
の
中
で
と
く
に
心
を
う
た
れ
る
の
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学

の
ア
シ
ョ
フ
研
究
室
に
留
学
中
の
田
原
青
年
が
、
ア
シ
ョ
フ
先
生
に
宛

て
て
、
自
分
の
研
究
の
進
展
状
況
の
報
告
と
将
来
へ
の
希
望
を
、
切
々

た
る
願
い
を
こ
め
て
書
か
れ
た
、
ア
シ
ョ
フ
家
に
残
る
六
通
の
手
紙
で

あ
る
。
本
書
に
は
、
そ
の
す
べ
て
の
、
手
書
き
の
原
文
（
全
文
）
の
写

真
と
、
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
全
文
と
、
さ
ら
に
完
全
な
日
本
語
訳
と
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
田
原
先
生
が
、
最
初
に
ア
シ
ョ
フ
教
授
か
ら
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
「
肥
大
し
た
心
臓
は
何
故
弱
い
か
」
の
病
理
学
的
な

追
求
で
あ
っ
た
が
、
ひ
つ
じ
の
心
臓
を
用
い
て
の
、
刺
激
伝
導
系
の
発

見
を
も
た
ら
す
特
殊
心
筋
の
研
究
が
進
展
し
、
両
者
を
若
い
田
原
先
生

が
一
人
で
完
成
し
得
な
い
悩
み
と
、
刺
激
伝
導
系
の
研
究
を
田
原
先
生

の
主
な
仕
事
に
し
た
い
と
い
う
願
い
と
を
こ
め
て
書
か
れ
た
こ
の
手
紙

は
、
ア
シ
ョ
フ
先
生
を
感
激
さ
せ
、
そ
の
希
望
通
り
に
、
田
原
先
生
単

著
の
日
四
ｍ
濡
尉
匡
冨
侭
の
望
の
毎
日
号
の
静
侭
呂
①
昌
巾
目
ｇ
の
」
が
、

一
九
○
六
年
に
、
イ
エ
ナ
の
グ
ス
タ
フ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

田
原
先
生
の
研
究
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
現
在
に
い
た
る

ま
で
発
展
を
続
け
て
い
る
。
本
書
の
中
の
島
田
達
生
、
小
野
紀
昭
両
氏

の
項
に
は
、
田
原
先
生
の
ス
ケ
ッ
チ
に
対
応
す
る
刺
激
伝
導
系
の
細
胞

の
電
子
顕
微
鏡
像
が
二
十
三
枚
の
美
麗
な
写
真
に
よ
っ
て
的
確
に
わ
か

り
や
す
く
示
さ
れ
、
柴
田
洋
三
郎
氏
の
項
に
は
、
刺
激
伝
導
系
の
心
筋

細
胞
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
結
合
の
見
事
な
超
薄
切
片
像
と
プ
リ
ー
ズ
レ
プ
リ

カ
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
日
本
の
生
ん
だ
偉
大
な
医
学
者
の
生
涯
と
業
績

を
世
に
示
し
た
本
書
は
、
史
実
を
正
確
に
伝
え
る
生
き
生
き
と
し
た
文
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章
、
心
に
残
る
美
麗
か
つ
適
格
な
絵
と
写
真
、
堅
牢
な
装
値
、
上
質
の

用
紙
、
美
し
く
正
確
な
印
刷
な
ど
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
、
本
書
に

は
人
間
の
心
と
、
人
間
が
生
み
だ
し
た
自
然
科
学
、
歴
史
、
文
学
、
芸

術
な
ど
が
潭
然
一
体
と
な
っ
て
躍
動
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
関
心
の

あ
る
個
人
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
な
ど
の
多
く
の
公
共
機
関
で
永
久
に

保
存
さ
れ
る
べ
き
名
著
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
（
藤
田
尚
男
）

「
本
草
学
と
洋
学
小
野
藺
山
学
統
の
研
究
』

小
野
藺
山
の
門
人
・
飯
沼
慾
斎
が
、
我
が
国
最
初
の
近
代
的
植
物
図

譜
『
草
木
図
説
」
を
「
閉
居
絶
客
」
し
て
執
筆
し
た
と
の
通
説
が
あ
る
。

は
た
し
て
、
「
閉
居
絶
客
」
し
て
科
学
的
自
然
研
究
が
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
著
者
の
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発
し
た
の
が
、
こ
の
研
究
害

で
あ
る
。

日
本
の
本
草
学
は
江
戸
中
期
以
降
、
い
く
つ
か
の
学
統
が
形
成
さ
れ

る
が
、
小
野
蘭
山
に
よ
っ
て
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
本
草
学
の
通
俗
的
な
も
の
で
は
な
く
、
京
都
で
本
草
家
塾
を

開
い
て
い
た
蘭
山
の
学
統
を
考
察
の
対
象
に
し
て
、
洋
学
の
影
響
を
受

〔
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ァ
出
版
会
、
考
古
堂
書
店
、
新
潟
市
古
町
通
四
’
五
六

三
、
電
話
○
二
五
’
二
二
九
’
四
○
五
○
、
二
○
○
三
年
、
Ａ
五
判
二

五
七
頁
、
定
価
四
六
○
○
円
〕

遠
藤
正
治
著

け
国
際
的
視
野
を
備
え
た
博
物
学
的
な
本
草
研
究
の
実
態
を
探
り
、
一

八
五
六
年
に
美
濃
出
身
の
飯
沼
慾
斎
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
我
が
国
最

初
の
近
代
的
植
物
図
譜
「
草
木
図
説
」
誕
生
の
環
境
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
Ｏ慾
斎
と
同
じ
岐
阜
在
住
の
著
者
が
、
二
○
○
三
年
ま
で
の
二
十
数
年

間
に
わ
た
る
調
査
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
論
文
を
改
訂
・
再
編

成
し
て
ま
と
め
た
集
大
成
で
あ
る
。
藺
山
が
『
本
草
綱
目
啓
蒙
」
を
著

し
た
の
は
、
一
八
○
三
年
の
こ
と
で
、
奇
し
く
も
ち
ょ
う
ど
二
○
○
年

後
の
同
じ
岐
阜
の
地
で
藺
山
学
統
に
つ
い
て
の
本
書
が
ま
と
め
ら
れ
、

京
都
で
出
版
さ
れ
て
、
蘭
山
の
業
績
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。蘭
山
の
業
績
は
、
島
田
充
房
と
の
共
著
「
花
彙
」
や
「
本
草
綱
目
啓

蒙
」
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
千
人
を
こ
え
る
門
人
を
育
て
、
そ
の

学
統
に
よ
っ
て
江
戸
末
期
の
本
草
学
の
大
隆
盛
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

も
重
要
な
業
績
に
数
え
て
よ
い
。
特
に
、
尾
張
出
身
の
水
谷
豊
文
・
伊

藤
圭
介
あ
る
い
は
美
濃
出
身
の
飯
沼
慾
斎
ら
を
育
て
、
彼
ら
に
よ
っ

て
、
洋
学
を
採
り
入
れ
た
博
物
学
へ
の
転
換
が
は
か
ら
れ
、
日
本
に
お

け
る
近
代
的
自
然
史
研
究
の
端
緒
が
開
か
れ
た
点
は
特
筆
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
、
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

藺
山
の
東
ア
ジ
ア
的
な
本
草
学
と
そ
の
学
統
の
洋
学
研
究
と
は
い
か

に
む
す
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
本
草
学
が
、
中
国
本
草
学
の

受
容
に
成
功
し
た
後
、
中
国
の
本
草
学
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
独
自

の
展
開
を
始
め
た
の
は
江
戸
中
期
以
降
で
あ
る
。
中
国
の
本
草
学
が
薬

性
論
に
偏
っ
て
多
分
に
自
然
哲
学
的
な
考
究
に
向
か
っ
た
の
に
対
し


